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２００６年６月５日 

武庫川水系の利水ダムの治水活用に関する緊急提言 

武庫川流域委員会 

 

 武庫川流域委員会は２００４年３月に発足以来、２年余にわたって武庫川水系の河川整備のあり方に

ついて「総合治水」の観点から検討を重ねてきました。いま、６月末に最終答申をまとめるにあたって

鋭意具体策を詰めていますが、武庫川峡谷における新規ダム建設に頼らなくてもよい幾多の方策のうち、

武庫川の支流に設置されている利水専用の既設ダムの治水活用を大きな課題として検討しています。 

 この中でもとりわけ、神戸市の管理する千苅ダムはその立地条件、集水流域の規模、ダムの貯水容量

等々から、これを治水に活用すれば本川への新規ダム計画に匹敵するほどの効果をもたらせることが明

らかになっています。新たなダム建設による環境破壊をはじめ、新規ダム建設に伴うさまざまな問題点

を回避し、武庫川１００年の大計を立てるにふさわしい要件を備えていると考えます。 

 流域委員会の審議は大詰めを迎えていますが、この案の重要性を認識いただき、実現への課題解決に

尽力いただくことを期待して、緊急提言をさせていただきます。 

 

１.流域委員会の利水ダム活用に関わる審議の経緯 

 

 武庫川流域委員会は改正河川法の趣旨にもとづき、治水、利水、環境に配慮した総合治水の検討を行

う中で、治水対策については「流域対策」「河道対策」「洪水調節施設」がそれぞれどのように洪水時の

流量を分担するかについて検討を行ってきました。この中で、新規ダム建設に代わる洪水調節施設の一

つとして既存ダムの利水容量の一部を治水に活用することを検討してきました。もとより、利水の必要

量を確保することの重要性も理解しつつ、水道需要の動向や利用の実態など基本的な事項について検討

しています。 

 総合治水対策として、委員会では以下の項目について検討してきた。 

○ 流域対策：森林の保水力と涵養機能、学校、公園、ため池、水田、防災調整池、各戸貯留・雨

水浸透施設、その他（駐車場、棟間、大規模開発等）における雨水流出抑制と一時

貯留機能 

○ 河川対策： 

１）河道対策：河床掘削、低水路拡幅、高水敷の切り下げ、引堤等 

２）洪水調節施設： 

・遊水池：（１）結果として自然湛水している農地の活用 

 （２）公共施設・都市施設の活用 

 （３）農地等を河川施設として整備 

      ・既設ダムの治水活用 

      ・新規ダムの建設 

     

 既設ダムの活用については、武庫川水系の支流に設置されている青野ダム（多目的、県営）、千苅ダ

ム（水道、神戸市）、川下川ダム（水道、宝塚市）、丸山ダム（水道、西宮市）、深谷池（水道、宝塚市）、

山田ダム（水道、三田市）の６つのダムを検討対象としてきた。 

青野ダムについては県管理の多目的ダムであることから、現行の治水容量に加えて、大雨が降ると予
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想される際に事前に利水容量の一部を放流しておくことによって治水容量を増加させる方向で詰めて

います。丸山ダムは比較的下流にあり規模も大きく、事前放流施設も整備され改造費が不要であり、大

雨が予想される際に一定量を事前放流しておくことによってピーク時流量をカットできることがわか

り、ダムの操作規則を変えて治水にも活用する方向で検討しています。 

千苅ダムを除くその他の利水ダムは、規模も小さく、下流域への効果も比較的小さいので、基本方針

レベルでは検討課題に残すが、整備計画レベルでは見送ることにしました。 

千苅ダムは先に述べたように、武庫川にとって利水、治水、環境どの側面をとっても他のダムと比較

にならない大きなウェートを占めており、その治水活用は武庫川１００年の大計を考える際には避けて

は通れない課題であると委員会では認識しました。したがって、この提言では、千苅ダムの治水活用に

しぼって、その意義と根拠、具体的な活用の方法と解決すべき課題等について提起します。 

 また、この提言を行う背景には、武庫川整備の基本方針、整備計画の立案に向けて、委員会委員の大

半が環境的価値の高い武庫川峡谷の保全を願い、新たなダムを建設することなく治水目標を達成するた

めには、千苅ダムの治水活用がぜひとも必要であるという強い願望があることを付記しておきたい。 

 千苅ダムの治水転用には、他の治水対策と同様に①技術的対応 ②社会的対応 ③財政的対応―につ

いて解決や解明の見通しを立てておかねばならないことが多々あり、それらについても検討、解決の方

向を合わせて提示しておきます。 

 

２.なぜ千苅ダムの治水活用を重要な対象に挙げるのか 

 

（１）武庫川水系における「治水面」での決定的な役割 

   武庫川水系の中でも、千苅ダムは有馬川に次いで２番目に大きな本川流入量を持つ羽束川にあり、

ダムの集水面積は武庫川の全流域約５００平方キロメートルの５分の１を占める。武庫川の既往最

大規模の洪水であった平成１６年１０月の２３号台風では、甲武橋基準点で２９００㎥/ｓのピー

ク流量のうち３分の１近い２７％が羽束川から流入した。 

   武庫川流域で最大規模の貯水量を持つ千苅ダムは、こうした洪水に対しては全く治水機能を有し

ていない。したがって、千苅ダムに治水機能を持たせることは、武庫川の治水対策に決定的な役割

を担うことになる。 

  大きな流域を持つ河川の治水は、本川の安全を保つためにも流入量の多い支流をコントロールす

ることが重要である。総合治水は、河川区域だけでなく流域全体で洪水時の河川への流入量を抑制

し、河川への負担を軽減する政策である。同じことは支流にも言え、本川に偏重した河川整備では

なく、支流を含めた流域全体での効果的な治水対策を検討することが肝要である。 

  平成１６年の既往最大洪水では、本川基準点の甲武橋地点のピーク流量２９００㎥/ｓに対して、

有馬川が９６０㎥/ｓの流出量与えたのに次いで、羽束川は７９０㎥/ｓもの流出量を有していた。

３番目以下はいずれも２００㎥/ｓ前後の流出であることを考えると、いかに千苅ダムの治水面に果

たす役割が大きいかが分かる。有馬川には洪水調節施設はなく、その適地を探すことも困難である

と県は委員会で何度も指摘してきた。それだけに羽束川の既存施設を活用することの重要性は明ら

かである。 

また、千苅貯水池下流にある神戸市の千苅浄水場は平成１６年の 23 号台風においても被災して

いる。羽束川の現況流下能力は、支川の中でも際立って低く、今後も整備計画の整備対象区間には

含まれていない。このままでは少なくとも今後 30 年間にわたって、台風 23 号並みの降雨に対して

も神戸市千苅浄水場の安全度は向上しないこととなる。 
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（２）武庫川水系における「利水面」での役割 

利水面からも、千苅貯水池が武庫川流域に与えている影響は極めて大きい。千苅貯水池の建設か

ら運用の歴史、そして現状を顧みて、武庫川の水をめぐる神戸市と下流の関係を将来にわたっても

固定化すべきとは到底思えない。武庫川流域の５分の１もの面積から集水する千苅貯水池の機能の

恩恵に、神戸市のみが浴するアンバランスな状況は、改善すべき課題である。農業利水は一部使わ

れているとはいえ、武庫川流域の水は武庫川流域に返すことを追求することが利水上も重要である。 

委員会の総合治水ワーキングチームが行った水道事業者のヒアリングでも、神戸市がある意味で

は他市よりもしっかりと水道事業に懸命に努力していることは十分に理解した。しかし、神戸市内

に大きな川・湖はなくとも、県内最大規模の広大な市域に雨は降る。しかも、千苅貯水池から給水

している六甲山裏側に広がる神戸市北区は、この地域では比較的多雨である。神戸市は市域全体を

“水がめ”ととらえ、排水を再利用する中水道や雨水利用も含めた利水対策を検討すること、およ

び北神地域の代替給水網を構築することが、神戸市にとっても総合的な利水リスクの低減につなが

ることを理解していただき、発想の転換を促したい。 

 

（３）武庫川水系における「環境面」での役割 

武庫川の正常流量についての検討結果によると、生瀬橋地点（西宮）で最大 1.49 ㎥/ｓという値

は、正常流量を確保するためにダムを造らなければならないような値ではなかった（他河川では「正

常流量確保のため」にダム水を使用することも検討されている）。しかし、この値は 1/10 渇水流量

（1.43 ㎥/ｓ）を満足しているものの、下流では「瀬切れ」を起こす個所があり、その対策が重要

となる程度に厳しい流量である。正常流量の定義から、この数値は最低限確保すべき流量であり、

むしろ長期的な視点では平時（洪水時に対する意味として）の流量を増やす方策が必要であると正

常流量値を理解すべきである。 

委員会の環境ワーキンググループからは「河川の低水流量を少しでも豊かにする対策」の重要性

を指摘している。したがって、武庫川本川に大きな影響を持つ千苅ダムを利水機能だけにとどめず、

治水、利水、環境に役立てることによって正常流量を確保する機能を併せ持つことができる。 

 

（４）千苅ダムの治水活用がもたらすその他の役割 

① 武庫川流域における貴重な近代土木遺産を保全する 

  千苅ダムは大正８年（１９１９年）に完成した、神戸市の３つ目の水道用貯水池です。建設以

来すでに９０年近く経っており、建設後１００年前後になる神戸市の布引貯水池、烏原貯水池が

ともに全面改修が行われたと同様に、いずれ大きな改修・保全工事に迫られます。貯水池堰堤と

しては文字通り「近代土木遺産」として貴重な存在となっており、施設の耐震補強と修復により

近代土木遺産を保護するとともに、武庫川流域における河川景観の保全が重要な課題になってい

ます。多目的ダムへ改修することにより、同時に近代土木遺産を保全する補強工事を行うことが

できます。 

 

②多目的ダムを連係運用することにより、将来の異常気象に伴う豪雨や渇水に対処する 

  武庫川水系には、洪水や渇水に対応する多目的ダムは県営の青野ダムしかありません。千苅ダ

ムを多目的ダムに改造し、二つのダムを連係運用することによって将来予想される異常な豪雨や

渇水に効果的に対応できます。 
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③新規ダムの建設を不要にすることにより、武庫川流域の環境への負荷を最小限にできる 

  千苅ダムを治水に活用することにより、武庫川水系に新たなダムの建設を不要にすることがで

き、新規ダムの建設により失われる自然環境や峡谷の景観リスクを軽減することができます。 

 

④既存の社会資本をリサイクルし、循環型の社会資本整備を推進できる 

今日の環境課題や財政問題に対応するためには、「ムリ・ムラ・ムダ」をなくした「３Ｍ」を実

践することが重要な課題になっています。千苅ダムの治水活用は、そのモデルとして大きな価値

を持ち、武庫川峡谷に与える環境面でのダメージを救うことができます。 

社会資本整備において、既存資本の有効活用をはかることは極めて重要である。国の河川政策

においても既存多目的ダムの再編が打ち出されているが、さらに踏み込んで利水ダムを含めたダ

ム再編方針を打ち出すことは、兵庫県が全国の先行事例となる点で意義深い。 

 

３.千苅ダムおよび武庫川流域の利水ダムの水道利用状況 

 

（１）水道水の計画給水量と実績配水量の状況 

利水専用ダムの利水容量設定を見直し、治水容量への転用を考えるには、当該貯水池から上水

道施設への給水量の現況を調べ、計画給水量に対する実績給水量の実態がどのようになっている

かを確認する必要があります。 

しかし、武庫川流域においては流域全体をまとめた給水実態の記録はなく、自治体ごとの水道

事業記録から資料を抽出するしかありません。また、自治体によっては流域外からの導水や流域

外への導水もあること、自治体の中でも地域によって給水状況が違うことなどがあり、一概にま

とめることは困難です。それでも、水道の使用量がこのところどのように推移しているかを見る

ことにより、社会経済や家庭生活の変化に合わせた水資源利用の動向が把握できると推測しまし

た。 

    このような観点から、一部の自治体でありますが、その状況を整理したのが以下の表です。 

 

各市の配水稼働率 

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ／A Ｃ／Ｂ 

計画給水量 実績配水量 

 

１人１日最大 １人１日平均 １人１日平均 
配水稼働率％ 

宝塚市 479 ㍑（平 17） 383 ㍑（平 17） 311 ㍑（平 15） 64.9％ 81.2％ 

西宮市 598 ㍑（平 4） 478 ㍑（推定） 343 ㍑（平 16） 57.4％ 71.8％ 

尼崎市 444 ㍑（平 16） 386 ㍑（平 16） 351 ㍑（平 16） 79.0％ 90.9％ 

      

（註１：尼崎市は流域内利水ダムを利用していない） 

 

この表において配水稼働率Ｃ／Ｂは７０～９０％となっている。 

これにより計画給水量は現実の水使用量に対しかなり余裕があることが判る。従って各利水ダムの利

水容量をこの稼働率（８０％とする）を乗じた量程度に見直すことができる。これをまとめると以下

のようになる。 
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青野ダム   9,300,000 ㎥  → 7,440,000 ㎥ 

千苅ダム  11,612,000    → 8,290,000 

川下川ダム  2,650,000      → 2,120,000 

丸山ダム   2,052,000      →  1,640,000 

深谷ダム   1,040,000      →    832,000 

山田ダム     173,831      →   139,000 

 

この減量（５４０万㎥）に対する各利水ダムにおける水位の低下量は、各ダムの水位／貯水量曲線が

手元では判らないため予想できないが、青野ダムの場合、常時満水位から約２㍍の低下量になるとみら

れる。 

将来、水需要が現在以上に低下するならば、また給水人口が長期的にみて減少するならば、利水容量は

上記の予想量より更に減ずることが可能とみられる。 

 なお、以上の考え方は、利水ダムに手を加えないで利水容量分を下方に改定するとした場合の結果で

ある。本提言書で以下に記述する千苅ダムの全面改造とは関係のない論議であるが、社会における水使

用量の傾向から余剰利水の傾向を知ることはできる。 

 

（２）水道事業関係者との意見交換 

 

 当流域委員会は平成１８年４月２８日、西宮市民会館で総合治水ワーキングチームが主催して、武庫

川流域に関係する各自治体の水道関係者と意見交換を行った。その趣旨と概要は以下の通りである。 

 武庫川流域委員会は、既存ダムの利水容量を治水の調整に活用することを検討するにあたり、利水の

必要量確保の重要性も理解しつつ、水道利用の実態や基本的な事項について検討する必要があると判断

し、水道事業者の関係者と意見を交換したいとしたものであり、意見交換の出席者は以下の通りである。 

 県の企業庁管理局水道課（水道供給事業担当者） 

 阪神水道企業団 

 県の県民政策部政策局ビジョン課 

 神戸市、西宮市、宝塚市、三田市の水道事業担当者 

 

この意見交換会での討議の内容と、それに対する若干の意見について以下にまとめた。 

①水供給量減少の傾向について 

・ 関係組織、各市とも、人口増が止まり減少に転ずること、および水供給量減少の実態は認識し

ている。⇒将来に対する採算の不安があり、県による利水容量の買い取りの必要が感じられる。 

・ 神戸市は下方修正した。ただし、北部は代替水源が得にくく、千苅ダムに負うところが多い。

⇒千苅ダムの利水転用に関してはこの代替水源の確保が重要である。 

・ ⇒阪神水道企業団資料から読み取れる給水量減少は、重要な意味を持つ。琵琶湖は下流 1300 万

人の水ガメ。大阪府営水道と合わせ、広域需給の傾向を表している。企業団側は特に反応なし。

この減少の動向は武庫川流域にも通ずることではないか。 

 

②自己水源の安定化 

・ 地下水、伏流水の揚水量は微減少傾向にあり、これ以上の揚水や開発は無理（宝塚市）。⇒涵養

機構の解明が必要。 
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・ 神戸市、西宮市の北部、宝塚市は水源の多様化の必要性は認めている。自治体横断的な旗振り

役は各自治体レベルでは困難であるとの意見あり。⇒水源の多様化を県が推進することが必要。

県水の導入など。（青野ダム水は余剰あり） 

・ 水源確保の財源がない。 

・ 森林を保全し、渓流水の活用を促す点については消極的。⇒まとまった量が得られないという

ことと、森林の長期的保全は水道事業者には考えにくいということと思われる。 

・ 農業用水の活用についても、とくに意見は表示されず。 

・ ⇒健全な水循環系の形成のためにも、広域的地下水涵養機構の解明と適正揚水量との関係を明

らかにして、きめの細かい地下水利用を展開すべきである。とくに意見は示されず。 

 

③広域連携について 

・ １５０㎜径による連絡管はある（県企業局）。災害時に対応。⇒広域的とは言えない。 

・ 委員会からは、広域連携の重要性を強調。 

・ この行政的計画は県民政策部政策局ビジョン課であるが、その意見として「広域連携は重要で

今後検討すべき課題」という言い方に終始した。 

・ 委員会からは「この政策を誰が指揮するかといえばビジョン課である。そこが何も考えていな

いというのはおかしい。＜・・・するべき論＞ではない。実施計画を立てなければいけない。

給水量の減少傾向、一方では利水安全度の実力低下の問題、施設の老朽化、利水と治水の両面

からの連携などを総合的に組み込んだ連携ビジョンを、治水の整備計画タイムスパンのレベル

で立てることが必要である」と強調した。 

 

４.千苅ダムを治水ダムに転用する技術的、社会的条件の検討 

 

（１）千苅ダムを治水活用するための３つの方策（いずれも試案の段階） 

   いずれの方式を採用する場合にも、近代土木遺産であるダムの堤体本体は耐震補強等を行うだけ

で改造せず、放水路の増強が必要な場合には放流トンネルの増強等によって対応する。 

  ①神戸市の利水専用ダムのまま、治水機能を付加する方式（事前放流案） 

   神戸市管理の利水ダムとしたまま、現行の貯水容量１１６１万㎥のうち洪水が予想される場合

にのみ事前放流によって水位を１．７ｍ下げて治水容量を１６６万㎥確保し、神戸市が自主的な

洪水調節によって４５０㎥/ｓの定量放流を行い、甲武橋基準点で１７３㎥/ｓの治水効果（Ｈ１

６型降雨、整備計画レベル）を生み出す。そのための洪水調節施設整備に約５０億円を要する。 

 ②兵庫県管理の多目的ダムとし、治水、利水、環境に役立てる方式 

   兵庫県管理の多目的ダムに変更し、洪水調節と水道用利水および下流域の正常流量を確保する

ための不特定利水に活用する。それぞれの機能の容量をどのように配分するかのバリエーション

は幾つか考えられるが、①と同じく治水容量を１６６万㎥とした場合の治水効果量は①と同じで

ある。半面、構造令等基準を満足させる必要性から利水容量は現行の約半分に減り、①と同じ洪

水調節施設の整備約５０億円に加え、堤体補強工事に約４０億円を要する。工事期間中の代替水

源の確保が必要になる。 

 ③兵庫県管理の治水専用ダムとして活用する方式 
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   神戸市の水道水源を別に確保し、千苅ダムの貯水容量のすべてを洪水調節と不特定利水に活用

する。治水容量を６８６万㎥とすれば、甲武橋基準点で４２７㎥/ｓ（Ｈ１６型降雨、整備計画レ

ベル）の効果量を期待できる。この場合には、２００㎥/ｓ定量放流を行うための放流設備や堤体

補修工事などに計３９０億円を要するという。また、神戸市に対して代替水源を確保し、提供す

る必要が生じる。 

 

（２）代替水源の確保と実現可能性 

   利水専用ダムの治水活用の実現可能性は、技術的には対応が可能である。社会的条件としては、

利水ダムを治水ダムに転用する際には、その代替水源の確保が前提になるほか、事前放流によっ

て洪水時の治水容量を確保する方策の場合にも、降雨予報の“空振り”により放流した利水用の

貯水が回復しない場合の“渇水リスク”への対応が焦点になる。 

  ◇千苅ダムの水道需給状況 

   千苅ダムの貯水容量を全量治水に転用する場合や、利水容量を残した場合にも貯水池を空にし

て工事をする際の代替水源の確保が重要である。 

   代替水源を検討するには、青野ダムなど兵庫県営水道の水需給状況や神戸市はじめ関係団体の

水需給状況をさらに精査し、その配水設備等の状況などを広域的に検討しなければならない。委

員会としては限られた時間と調査体制の中で、まだ十分解明された資料を持ち合わせていないが、

＜３＞の水道利用状況でも触れたとおり、各水道施設にはかなりの余裕が生じており、広域的に

対応すればこの程度の代替水源の確保や供給体制は可能と見ている。 

 すなわち、千苅ダムの水源のみに依存している神戸市の給水人口は北区人口２２万５０００人

のうち約８万人。千苅貯水池から千苅浄水場を経由して北区へ送られているのは、日量最大で５

万㎥。千苅ダムの給水能力は１１万９０００㎥あることを考えると現状では必要給水量の２倍以

上を有していることになる。各自治体とも、琵琶湖から淀川経由で導水している阪神水道企業団

や県営水道の契約水量をまずしっかり使用し、自己水源温存型の運用をしているという。 

    

（３）利水リスクへの対応と広域融通体制の構築 

    第４０回総合治水ワーキングチームでの２度目の水道事業者との意見交換において水道事業

者から示されたように、渇水リスクは、個別の洪水予報に応じて事前放流した際に予想した雨が

降らずに、翌日までにダムの水位が回復しないことで生じるわけではない。当日予想通りの雨が

降らずとも、いつか水位が回復すれば事前放流によって“渇水リスク”が生じたとはいえず、ど

こからリスクを発生したとみなすかについての整理が必要となる。つまり、異常渇水で貯水池が

干上がった際に「あのときの事前放流がなければ……」というリスクを、どのように整理するか

である。 

    その際の対応は２つのケースに分けられる。 

一つは武庫川流域に限定されるなど、局地的な渇水の場合である。この際には、余裕のある県

営ダムなどから広域的に融通すれば対応が可能である。そのためには、電力会社がやっているよ

うな、広域的な相互融通システムが機能するように日ごろからネットワークを構築しておかねば

ならない。 
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もう一つのケースは、関西圏あるいは西日本全域が渇水に見舞われたような場合である。この

ような際には、はるか昔に事前放流によって水源を失ったことを云々することになる。このよう

なリスクに対して、河川管理者としての県はどのように対応するのかという政策を早急につめる

べきである。 

工事終了後は工事中の代替水源を渇水時や空振りによる渇水リスクが発生した際のネッ

トワークに切り替えることが大事である。すなわち、最終的には流域内のすべてのダムと県

水･阪水を相互に連携させた流域 7 市による「流域治水・利水ネットワーク」の構築を目指

す。 

 

５．千苅ダムの治水活用、具体化への課題 

 

（１）千苅ダムの治水活用への改造工事など、技術的な問題は解決が可能である 

（２）千苅ダムの治水活用の最大のポイントは、神戸市の水源確保である。貯水容量の全量を転換する

場合、一部を転換する場合、利水容量は変えないまま洪水時のみ対応する場合等に分けて、その

代替水源の確保や利水リスクへの対応を至急検討する必要がある。その場合には、千苅ダムの利

水だけでなく、流域全体の水の需給関係を見据えなければならない。 

（３）前記の場合、さらに改造工事中の代替水源の確保が必要である。工事中に限らず、水道事業にお

ける「広域給水システム」の整備が必要であり、この整備そのものが利水安全度を高める結果に

つながる。広域給水システムの構築には、兵庫県がリーダーシップをとり、阪神水道企業団も含

めた対応を急ぐべきである。 

（４）将来の水需給動向を見た場合、節水や水の効率的利用を進め、需要量の減少を図ることは、利水

安全度を高めることになり、将来に向けて大いに推進すべき施策である。水道事業はどちらかと

いえば事業採算性の観点に傾斜しがちで、需要の減少が事業採算の悪化を招くとの近視眼的な発

想に陥りがちだが、総合的な水利用、治水・利水・環境を一体的にとらえた河川管理の総合治水

の観点に立つことが重要である。 

（５）神戸市水道行政にとっても、千苅ダムの治水活用案は大きなメリットを期待できる。千苅ダムか

らしか給水できない地域が誕生したのは、昭和４０年代以降から始まった北神地域の急速な宅地

開発に対応するために増強してきた結果である。千苅ダムの機能転換を機会に、代替給水網が県

の支援によって構築されることは大きなメリットとなる。 

（６）神戸市の千苅ダムの原水単価は、自己水源の中でもきわめて安い。阪水、県水（あるいは西宮市）

から代替水源を購入する際には、代替分の原水単価との差異の補償等の問題も生じてくる。 

（７）千苅ダムに限らず、利水容量の一部を事前放流によって治水に活用する場合には、洪水予測の精

度向上やダムの管理操作の現場との連携がより緊密に行われねばならない。流域対策の推進にも

同じ機能が要請されることから、河川行政にとって、そうしたオペレーション機能の向上が求め

られる。 

（８）事業の実施にあたっては、既存ダムの再開発による治水ダムの整備事業としての位置づけを明確

にし、国交省の治水ダム総合開発補助事業として採択されるよう努力するべきである。 

 

以上 
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＜参考資料＞  武庫川水系の利水ダムの活用に関する緊急提言   2006/6/5 

【資料１】千苅ダムの代替水源となりうる水源 

  （１）青野ダム取水と浄水能力増強 

・ 県企業庁の三田浄水場の能力を増強（工事期間中は千苅から利水取水しないためその分を上

流で取水することが可能（三田浄水場～羽束川間の灌漑用水の確保のみ留意） 

・ 現在能力（日最大 92,000m3/日）を計画施設最大能力（日最大 102,000m3/日）まで増強 

・ 計画施設最大能力までの増強で約 40,000m3/日を千苅代替用としてここで処理可能 

（既存供給量 H18 申込水量実績 61,000 m3/日がそのまま推移するとみなして） 

・ いずれ実施する計画の三田浄水場の整備を前倒しで実施する 

 

（２）三田浄水場からの配水施設増強 

・ 三田浄水場からは現在も神戸市北区に給水し、送（導）水管、配水管がある。また、鈴蘭台

付近の配水管とあわせてこれらを活用し千苅代替送配水網を検討 

・ 必要となる情報と作業 

 県水および神戸市の施設系統図 
 県水および神戸市の水道技術者による検討 
 千苅代替送配水網構築の概算事業費 

 

（３）阪水からの購入水量を 1万 t増加 

  現在の 7割購入水量 47 万 m3／日に 1万 tを上乗せして購入 

 

（４）上記で代替に不足が生じる場合の対応可能性の検討 

  ・武庫川本川からの取水（平成１２年の渇水時に実施） 

・丸山ダム（西宮市）からの供給と配水（丸山ダム水系の広域連携化が必要） 

・北区域内に小規模利水ダムを開発 

 具体的な例示：有野川支流奥山川 
メリットは直近の唐櫃台にある神戸市水道局浄水場で浄水し供給が可能（ただし浄水能

力の増強と配水管が必要） 

 

【資料２】北神地区と他地区との連携増強を検討 

―千苅ダムの利水リスクをバックアップするためのたたき台 

北神水道の配水系統図  （「神戸の水道」より） 

神戸市の県水（青野ダム）からの受水量は現在０．７万㎥であるが、将来は２．３万㎥の受水が

可能（契約済み） 
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【資料３】県営水道（東播三田系）との連携  （「神戸市水道 100 年史」より） 

現在連結されている赤松台、上津台、鹿の子台、藤原台への連絡管の増強 

 



 11

【資料４】表地区との連携 

現在連結されている烏原―清和台―西鈴蘭台への連絡管の増強 

 

「神戸の水道」より 

 

 

【資料５】その他の方策 

・渇水期には武庫川本川からの給水（平成１２年度に実施） 

        ・上記対策費を県で負担する。 

        ・また千苅ダムの非常時、改修時にはこの対策が効果的である。 
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【資料６】千苅ダムの改造工事 

次の地図に見られるように洪水吐けが改造に容易な地点にあると考えられる。 
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【資料７】兵庫県営水道の計画給水量の推移 

    


